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4 年後の明治 44（1911）年に設置された。平成 23
（2011）年 3月の東日本大震災では図書館も被害を
受けたが，学内外のご支援や学生ボランティアのご




















会期： 平成 23 年 10 月 7 日（金）～平成 23 年 11
月 5日（土） 10:00～17:00 






































































 平成 23年 10月 15日（土）： 附属図書館創立 100周年記念講演会を開催 
 平成 23年 11月 3日（木）：  附属図書館創立 100周年記念古本市を開催 




524名（来場者 1,701名，回答率 31％） 
 























※県外： 東京 19，福島 9，山形 9， 
















































図書館 113， キャンパス内 13， 
市民センター2， メディアテーク 2， 
日独文化センター1， 東北歴博 1， 
青年文化センター1 
※その他： たまたま 82， ラジオ 9， ちらし 8， ツイッター6， まなびのめ 4， 大学祭 4， 






























・奈良絵本 ・徳川秀忠書状 ・茶経 
・百万塔陀羅尼 ・君台観左右帳記 ・武家書状 




・新模様雛形     ・料理通大全 
・青楼絵抄年中行事 ・江戸名所二十一繍 
・素人庖丁   ・今様櫛雛形 
 
＜第三部＞ 












































































































































・A good chance for non-Japanese students to 
know more about Japanese history and its 
endless culture. 
・保存状態がよくて感心した。 
・種の起源の中が見たい。 
・興味深かった。無料とは思えない。 
・歴史をちゃんと勉強したことがない理系でも楽し
めました。 
・写経の金銀の字の鮮やかさ，釈迦説法図の鮮や
かさが印象に残りました。 
・奈良絵本を見て感動した。もしかして日本マンガ
の起源は奈良にあるのかと思いました。 
・昔の日本文学や歴史の中には仏教の影響が強
かったと思った。 
・この展示室はいつも照明が映り込んで見にくかっ
たのですが，今回はよかったです。関係者の
方々のご努力に敬意を表します。 
・中国の出身で，初めて「史記」を見た。昔の中国
の名著が日本の知識人たちにこういうふうに読ま
れたんだと感心しました。 
・江戸の庶民文化が広く浅く説明されていたので，
歴史にあまり興味がなくても楽しめました。 
 
＜改善点が含まれたコメント＞ 
・私語の多さが残念。受付の人も会話していたの
で，ここでは話しても大丈夫という意識を助長し
てしまったのでは。私語厳禁とまでいかなくても
声かけは必要。 
・費用はかかると思いますが，オーディオセットを
用意して簡単に説明するとよくわかると思う。 
・パネルの解説を資料化してほしい 
・古筆には開いているページの訳文があるとより助
かります。 
・自筆の手紙や原稿の字が薄いので，脇に濃い色
のコピーかタイピングしたものを置いたらわかりや
すいと思いました。 
・部数を少なくして全体をみられる展示も見たいで
すね。 
・アインシュタインからの書簡を見たかった。 
・展示入替で徳川秀忠公の書状が拝見できず残
念だった。 
・会場が狭い。もっと広い場所でやってほしい。 
・展示期間を延ばしてほしい 
・もっとふりがなをふってほしい 
・会場の場所がよくわからなかった 
・本歌の見られる期間を少し長くしてほしい。 
・第二部と東北大との関係が知りたいです。 
・展示がないのに説明書きがあるのは少しさみしか
った。 
・文章が難解なので，解説や訳があるとなおよい。 
・進化論初版本の寄贈を報じる新聞が展示され有
益な内容です。日付が不明でした。 
・説明文を別紙にまとめていただけたらよかった。
有料で可。 
・写真を撮れるものも置いて欲しい。 
・夏目漱石の詩が読めなくて残念。画の立派さに
驚いた。 
・会場が暗い。 
・国宝の本物の展示日を事前に知りたかった。 
・とても楽しい企画ありがとうございました。レプリカ
でもいいので手にとって見られるといいです。 
・リヴァイアサンはせっかくなので全版見たかった。 
・有名なものばかりで驚きました。（レプリカだとは
思いますが…） 
・国宝の本物展示情報はHPにも欲しかった。 
・東北大学図書館の価値を特に市民，県民に様々
な企画を通してアピールしてほしい。学生も図書
館を大いに利用し，素晴らしい伝道師になってく
れることを期待しています。 
・展示について博物館学，展示学の研究者の意見
を取り入れた方が良いと思います。パネルを照ら
すライトが強すぎ，下にある展示ケースに映り込
み，資料が見えない。資料の取り扱い（資料，け
さんの置き方）が雑で貴重な資料が汚損，破損
するおそれがあります。職員の方でチェック，総
括をおすすめいたします。 
・政宗の資料や漱石の「創作家の態度」など，中身
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に何が書かれているか興味があっても一般人に
はわかりにくいものがあったので，それらの解説
を補うものがあると嬉しい。（コラムと資料のギャッ
プを埋める追加的な何かがあると良いと思いま
す。） 
・展示の解説などで少々難しい文言があるので，
読み仮名，語句の解説などをより細かくするとさ
らにわかりやすくなると思います。 
・このような機会がもっとあるとよい。 
・「東北大所有の資料展示」ということで部門と部門
の間に脈絡がなく，回って歩くにはつらい。
BGMはいらないと思います。 
・萩ホールの講演会もこの展示も宣伝が足りない。
努力が必要。無料ということで安心しすぎている
のでは。 
・専門家を一人置いて質問ができるようにしてもら
えると嬉しい。 
・「種の起源」の書誌学的な解説が欲しかった。 
・漱石グッズなど展示の際に実物を見せてくださ
い。 
・模型プラモデルなどを用意するともっと楽しい。 
・外の学生の声がうるさい。BGMもいらない。 
 
（たなか あけみ，附属図書館情報サービス課閲
覧第二係長） 
